
２．活動報告（注１）

０歳児クラス １歳児クラス ２歳児クラス ３歳児クラス ４歳児クラス ５歳児クラス

✔

✔

✔

✔

✔

✔

（注１）活動報告は、複数の活動内容を実施した場合は、活動ごとに記入してください。

（注２）「実施回数・期間」欄には、今年度に継続的（月を単位とする複数月）に実施した取組の実施状況
を記入してください。なお、原則、単発で実施した取組については対象になりません。

（注３）「活動内容」欄には、どのような取組を行ったのかがわかるよう記入してください。
また、活動報告書等、取組を行ったことがわかる書類の写しを提出してください。

幼稚園等の各施設の教諭同士や保護者等に、探究活動の内容を共有した。

※教諭や保護者等への共有方法

保護者に対しては、園だよりをもって探究活動の様子を周知した。日々掲示しているドキュメン
テーションに写真入りで日々の様子などを知らせていった。

次の探究活動の更なる充実に向け、新たな問いや環境の構成を考えた。

※継続的な実施のための工夫

命の尊さを知り、食への関心や感謝の気持ちも広がっている。次は栽培を通して、取り組みたい
と思い、園庭に畑を作成した。

乳幼児一人ひとりが主体的に活動できるよう配慮した声掛け等を行った。

※主体的な活動のためにどのような工夫をしたか

子どもたちの好きなタイミングで観察や世話ができるよう、図鑑なども準備しカタツムリについて
調べていった。

記録をもとに、乳幼児の関心や発見、表現を振り返った。

※振り返りの実施方法
ひとつの生き物について図鑑などで調べるうちに様々な生き物や事象などに興味を広げていく
様子が感じられた。かたつむりが１匹で雄雌の役割をこなし、卵を産むことや、好きな食べ物、食
べ物の色のウンチをすることなどたくさんの発見があった。

人

活動内容
（注３）

園庭で見つけたカタツムリの飼育と観察

活動における
チェックリスト

グループ単位での活動等により、乳幼児同士の対話、関わりを促した。

※乳幼児同士の関わりを促すためにどのような工夫をしたか

グループに分けて活動を行い、お当番を中心に日々の変化の観察やエサやりなどを実施した

活動中の乳幼児の言葉、表情、ジェスチャー等の表現に着目し、メモ・写真・映像 等で記
録した。

※記録をどのように行ったか

子どもたちの言葉をドキュメンテーションにし保護者に掲示。また写真にして記録。

人 人 15 人

対象クラス・
対象人数 人 人

番号 1

テーマ 飼育・観察

実施回数・期間
（注２）

R6.6月から毎月１回


